
要約

環境にやさしい水田の土壌・施肥管理

土壌や稲わらに含まれる肥料成分を活用することで、水稲栽培において
化学肥料の施用量を削減できる技術を開発しました。これにより、肥料費
の低減が期待できます。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

表 りん酸減肥基準

注）黒ボク土：りん酸を固定する能力の高い土壌

図 稲わらすき込みとカリ減肥

土壌 土壌のりん酸量

の種類 (mg/100g) りん酸施肥量

～10未満
地帯別施肥基準

に準じる

10～20 半量

20以上～ 無施肥

～30未満
地帯別施肥基準

に準じる

30以上～ 半量

黒ボク土
以外

黒ボク土

県内の水田では、土壌中のりん酸量が増加傾
向で、また、稲わらのすき込み面積も増加して
います。そこで、環境にやさしい農業の実現の
ために、土壌や稲わら中の肥料成分を活用した、
化学肥料の施用量削減方法を検討しました。 

・土壌にりん酸が多くある場合には、りん酸施
肥量を半量または無施肥にすることができま
す（表）。

・稲わらをすき込むことで、基肥のカリ施肥量
を２５%削減することができます（図）。

・これらを組み合わせることで、肥料費を3 ～
5割程度削減することができます。

3 ～５年おきの土壌診断や、稲わらのすき込
みといった取り組みやすい作業で、減収の心配
なしに、りん酸、カリ成分の少ない価格の安い
肥料が使えて、経費削減ができます。
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・土壌のりん酸量を知るためには、JA全農あおもり土壌分析センターなどの分析機関で土
壌分析をする必要があります。

・稲わらすき込みで異常還元による障害が見られる場合には、稲わら施用を中止します。

・この成果は、「つがるロマン」と「まっしぐら」のデータをもとに作成しています。

要約

穂が出て暑い日が続いた時の品質低下軽減対策

お米が割れて品質が低下する現象には、穂が出てからの最高気温が、
猛暑で３０℃以上になっていたことが大きく影響していました。これ
を防止するためには、成熟期になったら早めに刈取るのが有効です。

・この成果は、「つがるロマン」のデータをもとに作成しています。
・胴割米による落等で、平成19年は中南地域だけで5,000万円の被害がありました。

１．背景・目的
お米が割れて品質が低下する現象（写真）が、

平成19年に中南地域で多く発生しました。この
原因解明と、防止対策について取り組みました。

２．内容

３．活用等

・この成果を活用することにより、
高温年でも、品質の良いおいしい
お米を生産することができます。

・穂の出る時期から暑さが続く場合
は、指導機関等からの情報にした
がって、右図も参考に防止策を講
じてください。

写真 割れたお米（胴割米）

注）矢印部分にヒビが
発生している

・胴割米の発生要因とその防止対策（図）を生産指導用の資料に取りまとめ、研修会を
実施して、指導機関に周知しました。

・その後の高温年では、この情報が生産に活かされ、胴割米の被害が減っています。

要因 影響

共
通
の
要
因

●出穂６～１０日の高温 大

●刈取りの遅れ 大

●籾水分の早期低下 中

地
理
的
要
因

●水系

浅瀬石川水系

小

平川水系

要因のまとめ 対策

８月上旬～中旬

最高気温で３０℃以上が続いた年は、
下記の対策を徹底する

②早過ぎる落水は行わない !!

落水時期の目安
湿田 出穂後20～25日
乾田 出穂後30～35日

平川水系では、重点的に対策を行う

発生がやや多く
なりやすい

①成熟期後できるだけ早く刈取る !!

胴割米発生率
１％ / １日減らせる
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図 津軽中央地帯での胴割米発生要因の解析結果と軽減対策
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